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第 1 章

Performance モジュール

Sun Cobalt™ コントロールステーションの Performance コントロールモジュールを使うと、様々なパラメータを設定

して、管理下にあるサーバのパフォーマンスを監視できます。本書では、Performance コントロールモジュールで利

用できる機能やサービスについて説明します。 

このモジュールを使うと、次の操作を行えます。 

• 特定のサーバまたはサーバグループのパフォーマンスデータサマリーの表示

• 特定のサーバまたはサーバグループのパフォーマンスデータの更新 

進行状況バー

タスクを開始する（たとえば、管理下にあるサーバのパフォーマンス情報を更新する）と、サーバデスクトップユー

ザインターフェイス（UI）に［Task Progress］テーブルが表示されます。このテーブルの［Status］フィールドには、

タスクの現在の状態と進行状況バーが表示されます。進行状況バーが 100% を示すと、タスクが完了したことを意味

します。 

現在のタスクの進行中に UI で別のタスクを実行したい場合には、進行状況バーをバックグラウンドに移すことがで

きます。その際には、進行状況バーの下にある［Put in background］ボタンをクリックしてください。

進行状況バーに戻るには、画面左の［Administer］>［Tasks］をお選びください。［Task］テーブルが表示されます。

まだタスクが実行中の場合には、［Duration］欄に状態メッセージが表示されます。このタスクの進行状況バーを再表

示するには、この欄にある［進行状況バー］アイコンをクリックしてください。 

タスクが完了して、進行状況バーが 100% に達すると、［Task Progress］テーブルの下に［Done］と［View Events］
の２個のボタンが表示されます。 

• 完了したタスクに関連するイベントのリストを表示するには、［View Events］ボタンをクリックします。［Events
for <task>］テーブルが表示されます。 

• 前の画面に戻るには、進行状況バーの下にある［Done］ボタンをクリックします。 

✍ ご参考：　本章で説明する手順では、たいてい最初に画面上のメニューバーにある［Control
Modules］タブをクリックし、次に左側のメニューバーから該当する項目をクリックします。 

各手順をわかりやすく説明するため、メニューコマンドは［ ］に入れて示します。各項目は、

右向きのアングルブラケット（>）で区別してあります。 

たとえば、［Control Modules］>［Performance］>［Summary］は、画面上のメニューバーに

ある［Control Modules］タブをクリックし、画面左のメニューバーにある［Performance］メ

ニューカテゴリをクリックしてから、最後に［Summary］サブメニュー項目をクリックするこ

とを意味します。 



第 1 章：Performance モジュール

1-2 Sun Cobalt コントロールステーション — Performance モジュール

Schedule

スケジュール機能（スケジューラとも呼ばれる）をお使いいただくと、あとで実行するタスクのスケジュールを作成

できます。 

Sun Cobalt コントロールステーションがタスクのスケジュールを作成できる場合には、テーブルまたは最終ステップ

のセレクタウィンドウに［Schedule］ボタンが表示されます。 

スケジューラは、任意の操作について同様の方法で設定します。 

1. 操作に関する必要事項を各フィールドに記入します。 

2. ［Schedule］ボタンをクリックします。［Schedule Settings for <task>］テーブルが表示されます。 

3. スケジュールの設定情報を入力します。 

一部の機能については、テーブルの上にあるプルダウンメニューから操作の頻度（hourly または daily など）を

設定できます。 

また、スケジュールを作成したタスクの開始または終了、あるいはその両方を通知する電子メールアドレスの宛

先も指定できます。 

4. ［Save］ボタンをクリックします。スケジュールされたタスクが［Scheduled Tasks］テーブルに表示されます。 

このテーブルからは、スケジュールされたタスクの詳細を表示したり、タスクの修正や削除も行えます。 

Performance 画面
左側にある［Performance］メニューをクリックすると、サブメニューが表示され、管理下にあるサーバを指定して、

そのパフォーマンスデータのサマリーを表示したり、パフォーマンスデータを更新できます。 

次のようなサブメニューがあります。 

• Summary（「Summary」（p.1-2）参照） 

• Update（「Update」（p.1-5）参照）

セレクタウィンドウ 

セレクタウィンドウの詳細については、「管理者マニュアル」PDF ファイルの第３章「セレクタウィンドウ」のセク

ションをご参照ください。 

Summary 

［Summary］サブメニューは、管理下にあるサーバを指定して、そのパフォーマンスデータのサマリーを表示すると

きに使います。 

［Summary］サブメニューをクリックすると、サーバグループと各グループに属するサーバを含むセレクタが表示さ

れます。 
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パフォーマンスデータの表示

管理下にあるサーバのパフォーマンスデータのサマリーを表示するには、次の操作を行います。 

1. ［Control Modules］>［Performance］>［Summary］を選びます。管理下にあるサーバのリストを含むセレクタ

が表示されます。 

2. サーバをクリックしてハイライトします。一番上にある［Select all］をクリックすると、リスト内の全サーバを

選択できます。 

3. 右下隅の［View summary］をクリックします。［Managed Appliance Performance］テーブルが表示されます（図 1
参照）。 

4. このテーブルには次の欄が表示されます。

• Host name：　管理下にあるサーバのホスト名 

• Class：　サーバの種類 

• Uptime：　このサーバが最後に再起動されてから経過した時間（単位：日と時間）

• Load：　最新の平均ロード 

• Memory：　RAM の使用率％

• Swap：　スワップ領域の使用率％

• Disk：　ハードディスク容量の使用率％

• Details：　このボタンをクリックすると、サーバのパフォーマンスの詳細を表示できます。いくつかの情報
テーブルが表示されます。図 2 をご参照ください。 

図 1 に［Managed Appliance Performance］テーブルの例、図 2 に［Detailed Performance］テーブルの例を示します。 

Update ボタン 

［Managed Appliance Performance］テーブルが画面に表示されているときは、テーブルの下にある［Update now］ボ

タンをクリックして、テーブルに表示されているサーバのパフォーマンスデータを更新できます。図 1 をご参照くだ

さい。 

更新機能の詳細については、「Update」（p.1-5）をご参照ください。 
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図 1   Managed Appliance Performance テーブル 

図 2   「パフォーマンスの詳細」テーブル 
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Update 

［Update］サブメニューは、管理下にあるサーバを指定して、その最新のパフォーマンスデータを収集するときに使

います。 

［Update］サブメニューをクリックすると、サーバグループと各グループに属するサーバを含むセレクタが表示され

ます。 

パフォーマンスデータの更新

管理下にあるサーバから最新のパフォーマンスデータを収集するには、次の操作を行います。 

1. ［Control Modules］>［Performance］>［Update］を選びます。管理下にあるサーバのリストを含むセレクタが

表示されます。 

2. サーバをクリックしてハイライトします。一番上にある［Select all］をクリックすると、リスト内の全サーバを

選択できます。 

3. 右下隅の［Update now］をクリックします。 

［Task Progress］テーブルが表示されます。このテーブルの［Status］フィールドには、更新操作の進行状況を示

すバーが表示されます。進行状況バーが 100% を示すと、サーバのパフォーマンス情報が更新されたことを意味

します。緑色のチェックマークアイコンが左下隅に表示されます。 

パフォーマンス情報の更新に関連したイベントのリストを表示するには、進行状況バーの下にある［View
Events］ボタンをクリックします。［Events for <task>］テーブルが表示されます。 

更新されたサーバのパフォーマンス情報を表示するには、進行状況バーの下にある［Done］ボタンをクリックし

ます。［Managed Appliance Performance］テーブルが表示されます。  

パフォーマンス情報更新のスケジュール作成

パフォーマンス情報をあとで更新するためのスケジュールを作成するには、次の操作を行います。 

1. ［Control Modules］>［Performance］>［Update］を選びます。セレクタウィンドウが表示されます。 

2. パフォーマンス情報を更新するサーバを選びます。 

3. テーブルの下にある［Schedule］ボタンをクリックします。［Schedule Settings for Performance Update］テーブ

ルが表示されます。 

4. テーブルの上にある［Schedule type］プルダウンメニューから希望のスケジュールを選びます。 

選んだスケジュールの種類に応じて、特定のテーブルが表示されます。各画面の説明について以下の項で説明し

ます。 

5. テーブルに設定情報を入力します。 

6. ［Save］または［Cancel］ボタンをクリックします。 

［Cancel］ボタンをクリックすると、スケジュールされた操作は保存されません。［Scheduled Tasks］テーブルが

表示されますが、キャンセルしたタスクは表示されません。 

［Save］ボタンをクリックすると、新しくスケジュールされた操作が、スケジュールされたタスクのリストに追

加されます。［Scheduled Tasks］テーブルが表示され、新しいタスクも表示されます。 

✍ ご参考：　パフォーマンス情報の更新は、スケジュールを作成してあとで実行することもでき

ます。詳細については、「パフォーマンス情報更新のスケジュール作成」（p.1-5）をご参照くだ

さい。 
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Once 

１回のみの更新を選んだ際に表示されるテーブルを図 3 に示します。 

次の項目を設定できます。 

• Run date：　プルダウンメニューを使って、更新操作を実行する日付を指定します。 

• Run time：　プルダウンメニューを使って、更新操作を実行する時刻を指定します。 

• New appliances：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、パフォーマンス更新スケジュールの作

成後にコントロールステーションに追加した新規サーバでも更新操作が実行されます。 

• Email address (optional)：　操作の実行時に通知する電子メールアドレスの宛先を指定します。

• Notify when starting：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の開始時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

• Notify when finished：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の終了時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

図 3   「１回のみの更新」テーブル 
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Hourly 

時間単位の更新を選んだ際に表示されるテーブルを図 4 に示します。 

次の項目を設定できます。 

• Run interval：　プルダウンメニューを使って、更新操作の間隔（単位は時間）を選びます。 

• Run minute(s)：　正時から何分後に操作を実行するかを選びます。希望の数字をいくつでも選べます。少なく

とも１つの数字は［Selected Minute(s)］スクロールボックスへ移動する必要があります。 

特定の数字をハイライトし、矢印ボタンを使って２つのスクロールボックス間を移動します。 

• Hour range：　プルダウンメニューを使って、更新操作を実行する時間範囲を選びます。 

デフォルトの範囲は 12:00 a.m. ～ 11:00 p.m. で、１日の正時をすべて含んでいます。 

• New appliances：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、パフォーマンス更新スケジュールの作

成後にコントロールステーションに追加した新規サーバでも更新操作が実行されます。 

• Email address (optional)：　操作の実行時に通知する電子メールアドレスの宛先を指定します。

• Notify when starting：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の開始時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

• Notify when finished：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の終了時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

図 4   「時間単位の更新」テーブル 
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Daily 

日単位の更新を選んだ際に表示されるテーブルを図 5 に示します。 

次の項目を設定できます。 

• Run interval：　プルダウンメニューを使って、更新操作の間隔（単位は日）を選びます。 

• Run hour(s)：　１日のどの時間に更新操作を実行するかを選びます。希望の時間をいくつでも選べます。少な

くとも１つの値は［Selected Hour(s)］スクロールボックスへ移動する必要があります。 

特定の時間をハイライトし、矢印ボタンを使って２つのスクロールボックス間を移動します。 

• Run minute：　プルダウンメニューを使って、正時から何分後に更新操作を実行するかを選びます。 

• New appliances：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、パフォーマンス更新スケジュールの作

成後にコントロールステーションに追加した新規サーバでも更新操作が実行されます。 

• Email address (optional)：　操作の実行時に通知する電子メールアドレスの宛先を指定します。

• Notify when starting：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の開始時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

• Notify when finished：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の終了時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

図 5   「日単位の更新」テーブル 
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Weekly 

週単位の更新を選んだ際に表示されるテーブルを図 6 に示します。 

次の項目を設定できます。 

• Weekdays：　チェックボックスにチェックマークを付けて、更新操作を実行する曜日を選びます。 

• Run time：　プルダウンメニューを使って、更新操作を実行する時刻を選びます。 

• New appliances：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、パフォーマンス更新スケジュールの作

成後にコントロールステーションに追加した新規サーバでも更新操作が実行されます。 

• Email address (optional)：　操作の実行時に通知する電子メールアドレスの宛先を指定します。

• Notify when starting：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の開始時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

• Notify when finished：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の終了時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

図 6   「週単位の更新」テーブル 
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Monthly 

月単位の更新を選んだ際に表示されるテーブルを図 7 に示します。 

次の項目を設定できます。 

• Day(s) of the month：　毎月のどの日に更新操作を実行するかを選びます。希望の日付をいくつでも選べます。

少なくとも１つの値は［Selected Day(s)］スクロールボックスへ移動する必要があります。 

特定の日付をハイライトし、矢印ボタンを使って２つのスクロールボックス間を移動します。 

• Run time：　プルダウンメニューを使って、更新操作を実行する時刻を選びます。 

• New appliances：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、パフォーマンス更新スケジュールの作

成後にコントロールステーションに追加した新規サーバでも更新操作が実行されます。 

• Email address (optional)：　操作の実行時に通知する電子メールアドレスの宛先を指定します。

• Notify when starting：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の開始時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

• Notify when finished：　このチェックボックスにチェックマークを付けると、操作の終了時に、指定したアド

レス宛に電子メールが送信されます。 

図 7   「月単位の更新」テーブル 
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